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市
で
は
、
３
月
の
彼
岸
時
期

に
稚
内
霊
苑
へ
お
墓
参
り
に
行

く
市
民
の
方
を
対
象
に
、
送
迎

車
両
を
運
行
し
ま
す
。

▼運行時間表（1日３往復）
1回目 2回目 3回目

行
き
市役所前発 10：00

↓
10：10

11：00
↓

11：10

13：00
↓

13：10稚内霊苑前着

1回目 2回目 3回目

帰
り
稚内霊苑前発 10：50

↓
11：00

11：50
↓

12：00

13：50
↓

14：00市役所前着

　
利
用
す
る
場
合
に
は
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
期

限
ま
で
に
生
活
衛
生
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限
／

　
３
月
８
日(

金)

ま
で

運
行
期
間
／

　
３
月
19
日(

火)

～
２1
日(

木)

利
用
に
つ
い
て
／

・�

出
発
時
間
の
１０
分
前
ま
で
に

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

送
迎
は
霊
苑
入
口
ま
で
で
す
。

・�

送
迎
車
両
は
霊
苑
内
で
待
機

し
て
い
ま
す
。
お
墓
参
り
後

は
車
内
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・�

お
墓
参
り
に
時
間
が
か
か
り
、

■
彼
岸
時
期
の「
稚
内
霊
苑
へ
の
お
墓
参
り
」に
つ
い
て

出
発
時
間
ま
で
に
戻
れ
な
い

方
は
予
備
車
で
対
応
し
ま
す
。

・�

お
墓
参
り
に
使
用
す
る
水
や

長
靴
、
除
雪
用
具
は
各
自
で

用
意
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

花
、
お
供
え
物
は
各
自
で
持

ち
帰
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項
／

・�

稚
内
霊
苑
ま
で
は
、
交
通
車

両
の
安
全
確
保
の
た
め
、
一

般
車
両
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

・�

気
象
条
件
等
に
よ
り
、
送
迎

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

�　

�

市
生
活
衛
生
課
衛
生
グ
ル
ー

プ
　
☎
２
３
‐
６
１
８
１

　
市
で
は
、
令
和
６
年
度
稚
内

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

対�

象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
市
民
の
方

内
容
／

・�

生
活
関
連
物
資
の
小
売
価
格
、

出
回
り
状
況
の
月
例
調
査
、

報
告(

毎
月
２０
日
、
４７
品
目)

・�

食
料
品
に
表
示
さ
れ
て
い
る

内
容
量
が
適
正
か
ど
う
か
調

査
す
る「
試し

買ば
い

量り
ょ
う

目も
く

調
査
」

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
消
費

生
活
の
安
定
向
上
の
た
め
の

施
策
等
へ
の
協
力

任�

期
／

　

�

令
和
６
年
４
月
１
日

　
　
　
～
令
和
７
年
３
月
３１
日

謝�

礼
／
年
額
３
万
円

　
　
　
（
年
２
回
に
分
け
て
支
給
）

募
集
人
員
／
６
人

募
集
期
限
／

　
３
月
1
日(

金)

ま
で

選�

考
方
法
／

　
年
齢
、
家
族
構
成
、
地
域
・

調
査
店
舗
等
を
考
慮
し
て
行
い
、

結
果
は
３
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。

※�

北
海
道
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

も
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

�

市
生
活
衛
生
課
市
民
生
活
グ

ル
ー
プ

　
☎
２
３
‐
６
４
１
３

■
稚
内
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
市
民
の
積
極
的
な

意
見
を
空
家
等
対
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
委
員

の
一
般
公
募
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

応
募
資
格
／

　

�

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

で
、
委
嘱
期
間
中
、
会
議
に

出
席
で
き
る
方
。（
公
務
員
や

市
議
会
議
員
を
除
く
）

任
期
／

　

�

委
嘱
し
た
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日（
火
）ま
で

報
酬
／

　
会
議
出
席
ご
と
に
日
額
支
給

募
集
人
員
／

　
１
名

募
集
期
間
／

　
２
月
20
日（
火
）か
ら

　
３
月
21
日（
木
）ま
で

申
込
方
法
／

　
�

都
市
整
備
課
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
／

　

�

稚
内
市
公
募
委
員
選
考
委
員

会
で
選
考
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

　

�

市
都
市
整
備
課
建
築
指
導
グ

ル
ー
プ

　
☎
２
３
‐
６
４
６
６

■�

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

■
北
方
領
土
早
期
返
還
実
現
へ　
署
名
に
ご
協
力
を
！

　

１
月
２１
日
～
２
月
２０
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」特
別
啓
発
期

間
で
す
。

　
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

北
方
四
島(

歯は
ぼ

舞ま
い

群
島
、
色し

こ

丹た
ん

島
、
国く

な

後し
り

島
、
択え

と

捉ろ
ふ

島)

の
早

期
返
還
実
現
の
た
め
、
各
種
啓

発
活
動
や
署
名
運
動
な
ど
様
々

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
市
役
所
１
階
受

付
に
お
い
て
署
名
簿
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
／

　

�

市
総
務
防
災
課
総
務
・
統
計

グ
ル
ー
プ

　
☎
２
３
‐
６
２
３
５

択捉島

国後島

歯舞群島

色丹島

収集地区 申し込み
期限

宝来・港・末広・新港町・大黒
3月15日
(金)
まで

こまどり・朝日・はまなす
声問
宗谷岬・東浦
富磯・宗谷・清浜

恵比須・中央・開運
4月12日
(金)
まで

潮見・栄
曲渕・川南・豊別・天興
沼川・川西・曙
樺岡・上声問

ノシャップ・富士見・西浜
5月17日
（金)
まで

緑・萩見・富岡・若葉台
下勇知・抜海・クトネベツ
更喜苫内・上勇知
増幌・恵北

で
必
ず
納
期
限
ま
で
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
期
限

を
過
ぎ
た
場
合
は
、
次
回
以
降

の
汲
み
取
り
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※�

表
札
や
住
所
番
号
は
、
分
か

り
や
す
く
表
示
し
て
く
だ
さ

い
。

臨
時
汲
み
取
り
に
つ
い
て
／

・�

臨
時
汲
み
取
り
は
、
毎
月
３

回(

１
日
・
１０
日
・
２０
日)

で
す
。
定
期
汲
み
取
り
を
申

し
込
ん
で
い
る
方
で
、
次
の

定
期
汲
み
取
り
ま
で
間
に
合

わ
な
い
等
、
臨
時
汲
み
取
り

を
希
望
す
る
方
は
、
臨
時
汲

み
取
り
の
４
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・�

汲
み
取
る
便
槽
の
上
や
周
辺

に
は
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
冬
期
間
は
必

ず
便
槽
周
辺
の
除
排
雪
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

冬
期
間
は
、
除
雪
の
都
合
で

汲
み
取
り
日
程
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

�　

�

市
生
活
衛
生
課
衛
生
グ
ル
ー
プ

　
☎
２
３
‐
６
１
８
１

　
し
尿
汲
み
取
り
は「
事
前
申

し
込
み
制
」で
す
。
収
集
地
区

ご
と
に
申
込
期
限
が
違
う
た
め
、

左
表
を
確
認
し
、
期
限
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
、
汲
み
取
り
の
際
に

お
渡
し
す
る「
納
入
通
知
書
」で
、

お
近
く
の
金
融
機
関
や
各
支
所

■
令
和
６
年
度「
し
尿
汲
み
取
り
」の
お
知
ら
せ

【地区ごとの申し込み期限】

　令和６年４月１日から事業者による「合理的配慮
の提供」が義務化されます。
　「合理的配慮の提供」とは、障害のある方から「社
会的なバリア（障壁）を取り除いてほしい」との意
思が伝えられた際に行政機関や事業者が、負担が
重すぎない範囲で必要かつ合理的な対応をするこ
とです。
　「合理的配慮の提供」を通じて、「共生社会」の実現
を目指しましょう。

意思を伝え合うために、絵や写真、
タブレット端末などを使う。

段差がある場合に、スロープなどを
使って補助する。

障害者差別解消法が変わります障害者差別解消法が変わります！！

「合理的配慮」の具体例「合理的配慮」の具体例


